
開示関連コストと経営者の情報開示（上枝）

ディスクロージャー研究学会　第９回年次大会プログラム

主催校 大阪市立大学
大会準備委員長 坂上　学（大阪市立大学）
大会準備委員 向山敦夫（大阪市立大学）　浅野信博（大阪市立大学）　石川博行（大阪市立大学）
開催日 2007年11月17日
開催場所 大阪市立大学　学術情報総合センター

■ Ⅰ．開会挨拶　10：30　

●挨拶 柴　健次　ディスクロージャー研究学会会長

■ Ⅱ．基調講演　10：30～11：00　学術情報総合センター・10階　会議室C　

「開示学の確立に向けて」　会長　柴健次（関西大学）

■ Ⅲ．自由論題セッション　11：00～12：00　

①　11：00～11：30　②　11：30～12：00　　（報告20分、討論10分）
第１会場　学術情報総合センター・10階　会議室L

　司会： 田宮治雄（東京国際大学）
①「異常会計発生高推定方法の比較 : Performance Matched Discretionary Accruals を中心に」
　久保田敬一（武蔵大学）・須田一幸（早稲田大学）・竹原均（早稲田大学）
②「業種分類が会計研究に及ぼす影響」
　木村史彦（名古屋市立大学）
第２会場　学術情報総合センター・10階　会議室C

　司会：村井秀樹（日本大学）
①「リース会計の論理と現行基準の問題点」
　加藤久明（関西大学）
②「MBOの開示制度における法律上の問題点と経営者による裁量的開示行動」
　浅野信博（大阪市立大学）・椎葉淳（大阪大学）・松中学（大阪大学）
第３会場　学術情報総合センター・10階　会議室R

　司会：山本達司（名古屋大学）
①「減損会計基準の早期適用に関する分析」
　加藤義利（名古屋市立大学・博士後期課程）
②「ノイズトレーダーリスクと会計政策の関連性について」
　奥田真也（大阪学院大学）・中條良美（阪南大学）
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■ Ⅳ．休憩・理事会　12：00～13：30　

●理事会：12：00～13：30　学術情報総合センター・１階　ウィステリア

■ Ⅴ．会員総会　13：30～14：00　会議室C　

■ Ⅵ．統一論題セッション　14：00～15：30　学術情報総合センター・10階　会議室C　

テーマ：　「ボランタリ・ディスクロージャーの意義と課題」
司会：國村道雄（名城大学）
　①　第１報告　14：00～14：30

　　「わが国の予測情報研究の現状と今後の課題」　太田浩司（兵庫県立大学）
　②　第２報告　14：30～15：00

　　「ボランタリ・ディスクロージャーと投資家行動」　音川和久（神戸大学）
　③　第３報告　15：00～15：30

　　「利益公表と株式市場」　薄井彰（早稲田大学）

休憩（コーヒーブレイク）　15：30～16：00

■ Ⅶ．統一論題討論　16：00～17：00　学術情報総合センター・10階　会議室C　

　

■ Ⅷ．懇親会　17：30～19：30　学術情報総合センター・10階　研究交流室　
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ディスクロージャー研究学会　2007年　国際ワークショップ

主催 ディスクロージャー研究学会
共催 早稲田大学会計研究所　早稲田大学ファイナンス研究センター
準備委員 須田一幸（総合司会　早稲田大学）　薄井　彰（早稲田大学）
　　　　　　　　河　榮徳（早稲田大学）　竹原　均（早稲田大学）
　　　　　　　　奥村雅史（早稲田大学）　大鹿智基（早稲田大学）
開催日 2007年12月８日
開催場所 早稲田大学　日本橋キャンパス　早稲田大学大学院ファイナンス研究科

■ Ⅰ．開会挨拶　14：00　

●挨拶 柴　健次　ディスクロージャー研究学会会長

■ Ⅱ．研究報告　14：15～16:00  教室３　

司会　薄井彰（早稲田大学）
　●第１報告：14：15～15：00

“The effects of active shareholders meetings on the firms' disclosure policy”
　　大鹿智基（早稲田大学）
　●第２報告：15：15～16：00

“A new wave of protectionism: Does poison pills affect the returns on Japanese companies?”
　　加藤千雄（大阪経済大学）

休憩　16：00～16：30

■ Ⅲ．特別報告　16：00～18:45　ホール　

Session Chair: Prof. Akitomo Kajiura, Kwansei Gakuin University
“Accounting for the Book-to-Price Effect in Stock Returns”
    Guest Speaker: Prof. Stephen H.Penman
             Graduate School of Business,  Columbia University
    Discussant: Prof. Takashi Obinata
             Graduate School of Economics, University of Tokyo

■ Ⅳ．閉会挨拶　18:45　

須田一幸　ディスクロージャー研究学会副会長

■ Ⅴ．懇親会　
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第２回　2008年現代ディスクロージャー研究カンファレンス

主催 ディスクロージャー研究学会
共催 早稲田大学ファイナンス研究センター
開催日 2008年７月19日（土曜日）　13:00～18:00
開催場所 早稲田大学　日本橋キャンパス　早稲田大学大学院ファイナンス研究科

■ Ⅰ．開会挨拶　13：00 ■
柴　健次　ディスクロージャー研究学会会長

■ Ⅱ．大学院生セッション　13：10～14：10  （報告30分、討論30分）  教室９  ■
司会：小川淳平（名古屋市立大学）

「ゴーイング・コンサーン情報と再生行動」
　　報告者　　　　稲葉喜子（早稲田大学大学院商学研究科博士後期課程、公認会計士）
　　コメンテータ　海老原崇（武蔵大学専任講師）

■ Ⅲ．研究カンファレンス　14：30～17：30  （報告40分、討論40分）  教室９ ■
●第１報告　招待講演　14：30～15：50　教室９

Session Chair: Prof. Masashi Okumura, Waseda University
“Earnings management using discontinued operations”
　　Guest Speaker: Prof. Stephen Lin
　　　　　School of Accounting, Florida International University
　　Discussant: Prof. Akira Usui
　　　　　Graduate School of Finance, Accounting and Law, Waseda University
●第２報告：16：10～17：30　（報告40分、討論40分）　教室９

司会　奥村雅史（早稲田大学教授）
「確定拠出年金制度とキャッシュバランスプランの導入要因」
　　報告者　　　　吉田和生（名古屋市立大学教授）
　　コメンテータ　野坂和夫（早稲田大学助教、公認会計士、あずさ監査法人）

■ Ⅳ．閉会挨拶　　17：30 ■
ディスクロージャー研究学会編集委員会委員長　薄井彰




